
蝗害

と

鯨

油

仕

法

序

凶
作
は
皐
害
・
冷
害
・
風
水
害
と
い
っ
た
異
常
気
象
や
、
イ
ナ
ゴ
や
ウ
ン
カ
の

虫
害
な
ど
が
原
因
で
起
る
が
、
主
と
し
て
西
日
本
で
は
皐
害
が
、
東
日
本
・
北
日

本
で
は
冷
害
が
引
き
金
と
な
っ
た
。
凶
作
に
よ
り
食
物
が
極
端
に
欠
乏
し
、
餓
死

者
が
出
る
よ
う
な
飢
餓
状
態
を
飢
館
と
い
い
、
近
代
以
前
の
日
本
の
農
業
史
は
、

天
災
地
変
に
よ
る
凶
作
克
服
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
な
か
で
も
農
業
技
術
の
な
か

で
、
皐
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
戦
国
時
代
以
降
の
農
業
土
木
の
発
達
が
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
。
そ
し
て
江
戸
期
に
は
、
体
系
的
な
農
学
書
も
数
多
く
出
版
さ
れ
た
。

近
世
の
三
大
農
学
者
の
ひ
と
り
、
宮
崎
安
貞
の
『
農
業
全
書
』
中
に
は
、
米
・

麦
・
そ
釆
・
果
樹
・
植
林
等
に
つ
い
て
の
詳
細
な
解
説
が
あ
り
、
播
種
の
時
期
・

肥
料
・
水
利
等
の
記
述
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
構
成
は
、
農
事
総
論
、
五
穀
之
類
、

莱
之
類
、
山
野
菜
之
類
、
三
草
之
類
、
四
木
之
類
、
菓
木
之
類
、
諸
木
之
類
、
生

類
養
法
、
薬
種
類
の
十
巻
と
付
録
一
巻
か
ら
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
十
一
巻
中
、

農
薬
と
害
虫
駆
除
に
関
わ
る
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。
虫
害
は
天
変
地
変
の
類
で
、

祈
祷
に
た
よ
る
ほ
か
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
古
来
よ
り
イ
ナ

ゴ
・
ウ
ン
カ
な
ど
の
「
虫
害
」
記
録
は
、
そ
の
時
代
の
史
書
に
記
さ
れ
て
お
り
、

『
日
本
震
災
凶
僅
孜
』
?
て
古
代
の
項
か
ら
摘
記
し
て
み
る
。

内山

幹

生

天
平
二

O
年
(
七
四
八
)
「
下
総
皐
擢
」
(
「
績
日
本
紀
」
)

天
平
勝
宝
元
年
(
七
四
九
)
「
春
下
総
皐
嵯
」
(
「
績
日
本
紀
」
)

天
平
勝
宝
八
年
(
七
五
六
)
「
下
総
皐
鰻
」
(
「
績
日
本
紀
」
)

宝
亀
七
年
(
七
七
六
)
「
畿
内
及
諸
国
嵯
」
(
「
績
日
本
紀
」
)

大
岡
三
年
(
人

O
人
)
「
隆
摩
鍵
」
(
「
日
本
後
紀
」
)

大
同
四
年
(
人

O
九
)
「
大
隅
、
陸
摩
皐
堕
」
(
「
日
本
後
紀
」
)

弘
仁
三
年
(
人
=
乙
「
六
月
薩
摩
睦
」
(
「
日
本
後
紀
」
)

弘
仁
四
年
(
人
=
ニ
)
「
六
月
大
隅
、
薩
摩
飽
き
(
「
日
本
後
紀
」
)

官
製
の
修
史
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
則
ち
、
壊
滅
的
状
況
の
年
と
推
測

さ
れ
、
風
水
害
と
虫
害
、
ま
た
皐
害
と
虫
害
な
ど
、
複
合
さ
れ
た
災
厄
の
な
か
で

も
、
虫
害
は
根
元
的
な
災
厄
と
い
え
る
。
農
薬
の
な
か
っ
た
時
代
、
程
度
の
差
こ

そ
あ
れ
、
日
常
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
風
水
害
・
皐
害
等
と
重
な
っ
た
段
階
で
、

未
曾
有
の
大
飢
飽
を
招
来
し
た
の
で
あ
る
。

諸
藩
は
天
災
に
際
会
す
る
と
藩
庁
組
織
を
動
員
し
、
藩
内
く
ま
な
く
調
査
を
行

う
。
そ
の
程
度
に
よ
り
災
害
屈
を
幕
府
に
提
出
し
、
さ
ら
に
、
自
藩
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
諸
大
名
・
幕
府
要
路
の
人
々
・
近
親
の
大
名
な
ど
に
報
告
す
る
。
災
害

当
年
の
年
末
に
な
り
、
年
貢
収
納
が
済
み
被
害
が
確
定
し
た
段
階
で
幕
府
に
対
し
、



損
毛
屈
を
提
出
し
た
。

正
徳
元
年
(
一
七
一
二
よ
り
慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)
ま
で
の
熊
本
領
の
実

態
に
つ
き
、
上
妻
博
之
は
次
の
よ
う
に
記
す
す

τ

「
正
徳
元
年
か
ら
慶
応
三
年
ま
で
は
百
五
十
七
年
に
な
る
。
此
聞
に
百
三
十
四

回
の
損
毛
屈
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
で
、
約
て
二
年
間
に
一
因
由
し
た
事
に
な

る
。
損
毛
届
百
三
十
四
回
中
、

十

万

石

未

満

七

回

十
万
石
以
上
廿
万
石
未
満
六
十
二
回

二
十
万
石
以
上
三
十
万
石
未
満
四
十
三
国

三
十
万
石
以
上
四
十
万
石
未
満
二
十
一
回

四
十
万
石
以
上
五
十
万
石
未
満
一
回
(
事
保
十
七
年
の
大
飢
値
)

こ
の
百
五
十
七
年
間
に
提
出
し
た
損
毛
届
の
総
高
は
、
二
千
七
百
二
十
八
万

壱
千
弐
百
四
十
七
石
で
、
こ
れ
を
百
三
十
四
回
に
平
均
す
れ
ば
、
毎
回
の
損

毛
高
は
二
十
万
三
千
五
百
九
十
一
石
と
な
る
。
百
五
十
七
年
間
に
平
均
す
れ

ば
、
毎
年
の
損
毛
商
は
十
七
万
三
千
七
百
六
十
五
石
九
斗
と
な
る
。
実
際
に

は
、
届
け
な
か
っ
た
十
万
石
以
下
の
損
毛
高
の
分
を
加
算
す
れ
ば
、
毎
年
の

損
毛
高
は
ま
だ
ま
だ
増
加
す
る
」
。

こ
れ
ら
の
損
毛
届
に
記
さ
れ
た
計
数
は
、
必
ず
し
も
真
実
を
語
っ
て
い
る
と
は

限
ら
ず
、
参
勤
交
代
の
内
容
や
、
幕
府
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
伝
普
舗
の
要
諦

(
命
令
)
を
可
能
な
限
り
小
規
模
に
し
た
い
と
い
う
意
向
が
働
い
て
い
る
。
さ
ら

に
、
拝
借
金
の
願
い
事
、
そ
の
返
済
期
日
延
長
な
ど
、
理
由
づ
け
の
一
面
も
あ
っ

た
。
と
は
い
え
、
仮
に
右
の
損
毛
高
か
ら
一

i
二
割
ほ
ど
を
割
引
い
て
み
た
と
こ

ろ
で
、
驚
嘆
す
べ
き
損
毛
高
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

虫
害
が
続
く
中
、
ふ
と
し
た
偶
然
か
ら
筑
前
回
三
笠
郡
に
お
い
て
、
油
が
害
虫

防
除
に
役
立
つ
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
言
v
o

そ
の
後
、
各
地
で
害
虫
防
除
に
「
鯨

油
」
が
使
わ
れ
始
め
た
と
み
ら
れ
る
が
、
熊
本
領
内
に
お
け
る
鯨
油
使
用
と
仕
法

展
開
を
概
観
し
て
み
る
。

一
飽
害
対
策

担
(
こ
う
・
い
な
ご
)
は
、
古
来
、
「
い
な
む
し
」
や
「
む
し
」
と
呼
ば
れ
た
。

バ
ッ
タ
科
の
昆
虫
を
中
心
と
し
た
稲
の
害
虫
の
総
称
で
あ
り
、
ほ
か
に
ウ
ン
カ
類
、

メ
イ
虫
類
の
二
十
種
類
前
後
を
指
す
。
こ
れ
と
い
っ
た
農
薬
の
な
い
時
代
の
こ
と

で
あ
り
、
水
田
に
ひ
と
た
び
堕
が
発
生
す
る
と
効
果
的
な
対
策
は
な
く
、
喰
い
尽

く
さ
れ
る
の
を
待
つ
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
大
蔵
永
常
は
、
自
著
『
除
鑓
録
』
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

夫
気
候
不
服
な
る
時
ハ
稲
に
鰻
生
じ
害
を
な
し
て
飢
値
に
至
る
是
天
下
の
一

大
患
な
り
、
然
ら
ば
農
家
躍
を
防
の
方
を
志
ら
ず
ん
ば
有
べ
か
ら
ず
、
元
禄

乃
頃
迄
は
西
国
に
で
も
是
を
さ
る
べ
き
事
を
志
ら
ず
、
態
生
じ
た
る
年
に
ハ

黄
昏
よ
り
人
集
ま
り
て
火
を
阿
ま
た
照
し
、
鐙
太
鼓
を
な
ら
し
て
田
乃
あ
ぜ

を
巡
る
よ
り
外
に
す
べ
き
道
を
・
志
ら
ぎ
り
き
、

村
中
の
農
民
が
松
明
を
か
か
げ
鉦
や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て
田
の
畔
を
巡
る
、

「
虫
送
り
」
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
稲
に
虫
害
を
お
よ
ぽ
す
悪
霊
を
地
区
か
ら
追

い
払
う
た
め
の
呪
術
的
な
儀
礼
で
あ
り
、
広
場
な
ど
に
集
ま
っ
て
松
明
や
葉
人
形

を
焼
き
、
「
援
」
の
退
散
を
祈
願
し
た
。
火
中
に
飛
び
込
む
虫
も
少
し
は
あ
っ
た

ろ
う
が
、
ほ
と
ん
ど
効
果
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
「
虫
送
り
」
の
ほ
か
、
防
虫
策
に
「
祈
祷
」
が
あ
る
【
4
v
o

奉
行
所

に
納
め
置
い
た
「
御
守
」
を
、
神
職
が
礼
服
を
着
し
て
奉
守
し
、
在
御
家
人
・
手

永
会
所
小
頭
が
付
き
添
い
、
郡
内
の
村
々
を
巡
回
し
祈
祷
を
行
っ
た
す

τ
在



御
家
人
が
護
衛
に
付
き
、
村
境
か
ら
村
境
ま
で
は
村
役
人
が
案
内
役
を
勤
め
、
宿

舎
で
あ
る
村
々
の
神
社
に
も
在
御
家
人
と
村
役
人
が
勤
番
し
、
諸
事
怠
り
な
く
入

念
を
極
め
る
こ
と
と
あ
っ
た
官
v
o

嵯
防
除
の
方
法
と
し
て
、
鯨
油
の
使
用
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
熊
本
領
内
に
広
ま
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か

0

・
前
掲
『
除
盤
録
』
に
は
、

予
き
く
、
先
年
豊
後
よ
り
尾
形
氏
な
る
農
夫
肥
後
国
に
至
り
、
鯨
油
を
も
て

盤
を
去
る
事
を
伝
へ
し
よ
り
、
術
肥
後
一
国
に
ひ
ろ
が
り
、
地
頭
よ
り
備
油

と
号
し
年
々
四
斗
入
乃
樽
に
て
五
嶋
平
戸
よ
り
正
真
の
鯨
油
弐
千
挺
宛
買
入

と
な
り
、
村
々
田
高
に
臆
じ
て
剖
渡
し
嵯
生
ず
と
見
る
時
は
直
に
其
油
を
そ

そ
ぎ
、
睦
乃
ひ
ろ
が
ら
ざ
る
う
ち
に
用
ふ
る
故
、
泊
少
し
に
て
韓
去
り
鐙
せ

ば
其
息
ひ
な
し
と
な
り
、
最
九
州
乃
御
諸
家
方
ハ
大
抵
其
備
へ
あ
り
き
、
東

北
の
う
ち
に
で
も
出
羽
秋
田
な
と
ハ
此
備
あ
り
と
承
り
ぬ
、

の
記
述
が
み
え
、
享
保
年
間
後
期
か
、
宝
暦
期
(
一
七
五
一

i
六
三
)
に
は
肥
後

に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ニ
熊
本
藩
の
鯨
油
仕
法

盤
(
い
な
む
し
)
の
防
除
策
と
し
て
、
鯨
油
の
使
用
が
効
果
的
で
あ
る
ら
し
い

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
熊
本
務
の
行
政
機
構
を
活
用
し
た
鯨
油
の
使
用
に
つ
き
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
か
、
史
料
に
よ
り
検
討
し
て
み
る
。

【
史
料
1
】

党

拝
鷹
三
百
三
十
六
番

中
田
壱
反
壱
畝
弐
拾
七
歩

海
氏
村

岡
右
衛
門

鯨
油
七
合

代

弐

匁

八

分

但

壱

升

ニ

付

四

匁

宛

右
者
団
方
虫
気
不
仕
候
様
ニ
仕
法
之
御
試
被
仰
付
候
ニ
付
、
鯨
油
当
年
よ
り

入
り
申
坪
、
私
手
永
海
氏
村
之
内
右
之
坪
相
究
、
書
付
を
以
御
達
申
上
候
、

以
上

明
和
三
年
六
月

銭
塘
嘉
兵
衛

田
遺
孫
右
衛
門
殿

林
七
郎
右
衛
門
殿

海
氏
村
拝
鷹
は
、
旧
飽
田
郡
天
明
村
中
緑
(
現
在
の
熊
本
市
美
登
里
町
)
に
あ
っ

た
。
銭
塘
手
永
の
惣
庄
屋
大
賀
(
銭
塘
)
嘉
兵
衛
は
《
sv
、
務
庁
よ
り
三
百
三
十

六
番
の
水
田
を
選
ぴ
、
「
虫
気
」
が
付
か
な
い
よ
う
に
鯨
油
仕
法
を
試
す
こ
と
を

指
示
さ
れ
て
い
る
。
本
史
料
は
、
そ
れ
に
対
す
る
復
命
書
と
み
ら
れ
る
す
v
o

享

保
一
七
年
(
一
七
三
二
)
、
筑
前
国
人
尋
氏
に
よ
っ
て
鯨
油
の
効
能
が
発
見
さ
れ

た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
三
四
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

【
史
料
2
】

A
7
v 

-14-

覚

拝
鷹
之
内
三
百
三
十
六
番

一
中
田
壱
反
壱
畝
弐
拾
七
歩

鯨
油
七
合

代
弐
匁
五
分
九
座
壱
升
ニ
付
三
匁
七
分
宛

右
者
団
方
虫
気
不
仕
候
様
油
入
方
仕
法
之
御
試
、
去
年
被
仰
付
候
通
、
当
年

茂
油
入
せ
可
申
旨
被
仰
付
置
候
ニ
付
、
則
去
年
之
田
方
ニ
当
年
も
右
之
通
油

入
せ
申
候
、
此
段
覚
書
を
以
御
逮
申
上
侯
、
以
上
、

海
氏
村

田
右
衛
門



明
和
四
年
六
月

銭
塘
嘉
兵
衛

回
漣
孫
右
衛
門
殿

史
料
ー
に
よ
り
、
明
和
三
年
(
一
七
六
六
)
頃
か
ら
鯨
油
の
試
験
的
運
用
の
始

ま
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
明
和
三
年
と
四
年
の
分
以
外
に
、
五
年
と
六
年
も
同

じ
水
田
を
利
用
し
て
差
し
油
試
験
を
し
た
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る

G
v
o
史
料
2

に
は
、
試
験
結
果
に
つ
い
て
の
記
述
が
無
い
も
の
の
、
宛
先
は
飽
田
郡
代
で
、

「
御
試
」
の
後
、
結
果
を
示
す
報
告
書
が
藩
庁
へ
上
っ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
そ

の
報
告
を
も
と
に
鯨
油
使
用
の
可
否
が
検
討
さ
れ
、
明
和
期
の
後
半
以
降
頃
よ
り
、

藩
庁
指
導
の
も
と
で
一
般
に
普
及
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
鯨
油
使

用
の
広
が
る
一
方
で
、
「
巡
回
祈
祷
」
や
「
虫
送
り
」
な
ど
の
行
事
も
相
変
わ
ら

ず
続
け
ら
れ
て
い
る
。

次
の
史
料
は
、
銭
塘
嘉
兵
衛
の
後
を
受
け
銭
塘
手
永
惣
庄
屋
と
な
っ
た
大
賀

(
銭
塘
)
仙
助
か
ら
、
高
橋
町
の
商
人
、
新
次
郎
へ
宛
て
た
書
付
で
あ
る
。

【
史
料
3
】

党

一

鯨

油

壱

挺

但

四

斗

入

右
者
緒
御
郡
田
方
虫
入
ニ
付
、
鯨
油
壱
挺
宛
被
渡
下
候
問
、
其
元
承
繕
私
共

印
形
書
付
差
越
鵡
取
候
様
ニ
と
被
仰
付
候
問
、
則
請
取
人
差
出
申
候
問
、
右

之
通
御
渡
可
被
下
候
、
以
上
、

明

和

四

年

七

月

廿

七

日

銭

塘

仙

助

高
橋
町新

次

郎

殿

【

g

鯨
油
の
流
通
に
つ
い
て
は
、
宝
永
四
年
(
一
七

O
七
)
の
文
書
「
・
:
熊
本
蔚
山

町
大
和
屋
十
兵
衛
儀
御
国
鯨
油
座
被
仰
付
候
:
・
」
《
旬

v

が
あ
り
、
す
で
に
座
も
成

立
し
て
流
通
機
構
も
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
鯨
油
は
、
菜
種
油
や
他

の
魚
油
と
比
べ
て
透
明
性
が
高
く
悪
臭
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
照
明
用
と
し
て

も
珍
重
さ
れ
て
い
た
。
明
和
四
年
六
月
の
「
御
試
」
七
合
か
ら
、
約
二
ヶ
月
後
の

七
月
二
七
日
に
は
、
四
斗
を
発
注
す
る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
鯨
油
の
害

虫
駆
除
効
呆
が
、
評
価
確
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

時
代
が
前
後
す
る
が
、
宝
永
年
間
(
一
七

O
四
i
一
O
)
と
お
も
わ
れ
る
史
料

を
次
に
掲
げ
る
。

【
史
料
4
】

鯨
油
座
本
之
党

一
熊
本
座
所

一
河
尻
町
座
所

一
高
橋
町
支
配
人

一
小
嶋
町
支
配
人

一
宇
土
町
下
蹄

松
横
町

一
八
代
町
下
館

小
川
町

佐
敷
町

一
玉
名
郡
中
下
蹄

晴
山
町

大
和
居
十
兵
衛

正
中
崎
町
十
兵
衛
手
代
九
兵
衛

-15~ 

事小
筒
町

宇
土
町
弐
丁
目

八
代
本
町

高
潮
町

小
潰
庄
屋

友
毘
半
次
郎

思
藤
四
郎

茶
毘
平
次
郎

鉄
昌
平
十
郎

普
十
郎

助
市



右
之
通
相
極
申
候

亥
ノ
二
月

以
上

大
和
屋十

兵
衛

右
之
通
熊
本
御
町
奉
行
衆
・
河
尻
・
高
橋
・
高
瀬
御
町
奉
行
衆
へ
ハ
御
奉
行

所
よ
り
相
触
、
浦
津
所
々
も
御
郡
奉
行
衆
江
ハ
御
郡
間
よ
り
相
触
被
申
候
事
、

こ
の
よ
う
に
一
七

0
0年
代
初
頭
に
は
、
鯨
油
座
元
が
五
カ
町
を
中
心
と
し
て

配
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
、
従
来
か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
害
虫
防
除
を
目
的
と
し
た
鯨
油
分
配
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

農
薬
と
し
て
の
鯨
油
の
需
要
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
商
品
と
し
て
高
い
流

動
性
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
水
田
一
反
あ
た
り
何
合
の
鯨
油
が
使
用
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
玉
名
郡
南
関
町
に
お
け
る
明
治
期
の
事
例
で
は
、
油
に
よ
っ
て
も
家

に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、
一
反
当
た
り
五
合
1
一
升
程
度
の
泊
を
入
れ
て
い
た
。

同
町
で
は
、
鯨
油
で
は
な
く
石
油
や
灯
油
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
年
代
ま
で
油

を
利
用
し
た
害
虫
駆
除
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
《

5
0

明
和
七
年
(
一
七
七

O
)、
銭
塘
手
永
に
鯨
泊
三
百
樽
が
着
船
し
た
の
で
、
手

永
会
所
の
小
頭
に
、
夫
方
を
召
し
出
せ
と
い
う
通
達
舎
が
残
っ
て
い
る

Gτ
こ

の
頃
よ
り
熊
本
藩
全
体
に
普
及
し
て
い
っ
た
と
す
れ
ば
、
安
永
初
頭
か
ら
天
明
期

頃
に
は
、
大
量
の
鯨
油
が
領
外
市
場
よ
り
藩
内
へ
流
入
し
、
藩
内
か
ら
は
大
量
の

資
金
が
流
出
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
領
国
経
済
へ
の
影
響
は
小
さ
く
な
か
っ
た
。

三
鯨
油
聞
の
登
場

当
初
、
金
T
永
へ
の
鯨
油
の
手
配
は
藩
庁
に
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後

権
限
を
各
手
永
会
所
に
移
管
し
、
藩
庁
は
監
督
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た

2τ

鯨
油
は
、
当
時
唯
一
の
農
薬
と
も
言
え
、
農
民
た
ち
に
と
っ
て
大
変
に
高
価
な
も

の
で
あ
っ
た
。
明
和
三
年
(
一
七
六
六
)
の
肥
後
米
相
場
を
み
る
と
、
一
石
が
銀

価
六
一
・
八
匁
、
同
七
年
六
九
匁
と
い
う
相
場
が
出
て
い
る
有

τ
史
料
ー
に
よ

る
と
、
明
和
三
年
の
鯨
油
代
は
一
升
当
り
四
匁
で
あ
り
、
鯨
油
一
斗
五
升
と
肥
後

米
一
石
が
ほ
ぼ
均
衡
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
高
価
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
各
手

永
で
は
御
郡
方
の
許
可
を
受
け
、
海
辺
干
潟
の
開
発
を
行
い
、
そ
の
新
地
か
ら
上

が
る
徳
米
を
も
っ
て
鯨
油
の
購
入
代
金
に
充
当
す
る
こ
と
で
、
農
民
の
負
担
軽
減

を
図
っ
た
。
鯨
油
開
の
登
場
で
あ
る
。

渋
谷
敏
実
氏
の
『
肥
後
藩
の
干
拓
史
』
(
前
編
)
に
よ
る
と
、
次
の
干
拓
地
が
、

鯨
油
新
地
と
さ
れ
て
い
る
。

①
玉
名
郡
大
浜
町
(
現
玉
名
市
大
浜
町
)

築
造
者
・
・
・
・
・
・
玉
名
郡
小
田
手
永

築
造
年
代
・
・
・
天
保
年
間

面
積
:
:
:
一
十
二
町
七
反
余

②
玉
名
郡
玉
水
村
(
現
玉
名
市
岱
明
町
)

築
造
者
・
・
・
・
・
・
玉
名
郡
小
田
手
永
と
櫨
方

築
造
年
代
一
弘
化
元
年

面
積
:
:
:
一
八
町
六
反
余

③
飽
託
郡
中
嶋
村
(
現
熊
本
市
中
島
町
)

築
造
者
:
・
一
五
丁
手
永
?

築
造
年
代
一
天
保
年
間

面
積
:
:
:
一
二
町
二
反
五
畝
十
四
歩

③
飽
託
郡
川
口
村
(
現
熊
本
市
川
口
町
)

po
 



築
造
者
・
・
・
・
・
・
飽
託
郡
銭
塘
手
永

築
造
年
代
・
・
・
天
保
十
二
年

面
積
:
・
:
・
一
三
町
二
反
十
八
歩

⑤
下
益
城
郡
豊
川
村
(
現
宇
城
市
松
橋
町
)

築
造
者
・
・
・
・
・
・
河
江
手
永
?

築
造
年
代
一
不
明

面
積
:
:
・
・
一
不
明

そ
の
ほ
か
、
鯨
油
購
入
資
金
調
達
の
み
を
目
的
と
し
た
開
発
地
で
は
な
く
、
窮

民
救
済
め
た
め
に
複
数
手
永
と
器
主
の
一
門
家
と
で
共
同
開
発
し
た
海
辺
干
拓
地

も
存
在
す
る
。

銭
塘
手
永
沖
古
閑
海
辺
に
而
御
郡
・
刑
部
殿
催
合
新
地
は
、
刑
部
殿
へ
は
根

元
新
地
床
御
免
に
相
成
居
、
御
郡
の
方
は
鎗
・
沼
山
樟
水
量
昆
縮
菩
簡
に
付
、

走
潟
新
川
立
に
付
、
費
地
有
之
、
其
償
に
奉
願
、
且
本
庄
・
田
迎
に
鯨
油
備

の
新
地
三
町
充
御
免
に
相
成
居
候
を
取
加
へ
、
百
三
十
町
計
の
所
奉
願
、
万

延
元
年
申
二
月
二
十
五
日
床
地
見
分
、
十
月
三
日
奉
願
置
候
処
、
御
免
逮
に

相
成
候
に
付
、
文
久
元
年
酉
四
月
九
日
、
潮
留
無
慈
成
就
に
至
申
候
、
実
は

刑
部
殿
の
十
町
、
御
郡
五
十
町
計
に
相
成
、
半
方
充
位
は
田
聞
に
相
成
申
候
、

刑
部
殿
へ
も
差
寄
、
銭
の
手
当
も
無
之
候
に
付
、
銭
塘
会
所
納
の
手
永
闘
を

引
当
と
し
て
御
郡
問
へ
差
出
御
銭
拝
借
の
世
話
を
も
い
た
し
遺
申
候

-
L
g

鎗
・
沼
山
樟
地
域
の
水
害
対
策
の
た
め
、
走
潟
地
区
に
「
新
川
」
を
開
盤
す
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
農
地
を
召
し
上
げ
ら
れ
た
多
く
の
農
民
が
困
窮
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
補
償
の
た
め
、
銭
塘
手
永
が
奥
古
閣
の
海
辺
に
新
地
を
開
発

す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
こ
ろ
本
庄
手
永
と
回
迎
手
永
も
鯨
油
購
入
の
資
金
に
窮

し
て
お
り
、
銭
塘
手
永
と
協
同
で
新
地
の
築
造
を
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
同
じ
頃
、
長
岡
刑
部
家
で
も
奥
古
聞
の
海
辺
干
潟
開
発
を
藩
庁
へ
申

し
出
て
お
り
、
既
に
許
可
さ
れ
て
い
た
。
双
方
に
面
倒
な
調
整
事
項
が
生
じ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
、
文
久
元
年
(
一
八
六
こ
、
「
浦
田
開
」
と
し

て
築
造
さ
れ
て
い
る
。
銭
塘
・
本
庄
・
田
迎
・
横
手
の
四
手
永
と
長
岡
刑
部
家
の

協
同
に
よ
る
催
合
新
地
で
あ
っ
た
。

鯨
油
聞
は
、
鯨
油
購
入
資
金
の
調
達
と
い
う
目
的
の
た
め
、
藩
財
政
に
資
す
る

ほ
ど
の
開
発
規
模
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。
記
録
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
ニ
ー

三
町
か
ら
、
せ
い
ぜ
い
一

O
町
前
後
の
も
の
で
あ
る
。
史
料
に
も
現
わ
れ
な
い
、

さ
ら
に
小
規
模
な
鯨
油
闘
が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
特
に
松
橋
以
南
、
八
代

方
面
の
干
拓
地
に
は
、
明
確
な
鯨
油
闘
が
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
手
永
に
よ
る

築
造
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
と
さ
ら
「
鯨
油
」
の
名
を
冠
す
る
こ
と

な
く
、
鯨
油
代
金
の
引
当
部
分
と
い
う
区
分
を
設
定
し
、
徳
米
を
分
割
し
て
い
た

可
能
性
は
あ
る
。

結

熊
本
藩
を
含
め
た
西
日
本
諸
藩
の
鯨
油
仕
法
は
、
農
家
経
営
の
助
成
と
い
う
よ

り
、
危
機
管
理
施
策
と
し
て
機
能
し
展
開
さ
れ
て
い
る
。
諸
藩
当
局
に
と
っ
て
鯨

油
仕
法
の
運
用
は
、
有
り
得
ぺ
き
年
貢
米
を
担
保
す
る
た
め
の
一
手
段
で
あ
り
、

熊
本
領
に
お
け
る
鯨
油
開
も
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
企
画
さ
れ
裁
許
さ

れ
た
。幕

府
の
鯨
油
関
連
通
達
で
は
、
天
明
八
年
(
一
七
八
八
)
七
月
の
、
「
御
代
官

え
申
渡
」
が
初
発
で
あ
る
。
内
容
は
、
「
・
:
虫
防
之
儀
は
其
土
地
ニ
寄
、
品
々
之

取
計
も
有
之
、
夜
分
畔
ニ
て
火
を
焚
、
或
毒
荏
を
流
し
、
其
国
ニ
寄
、
い
た
し
党

候
取
計
も
有
之
、
油
断
も
有
之
問
敷
事
ニ
候
得
共
、
虫
附
候
田
方
え
は
鯨
之
油
を



凡
壱
畝
ニ
二
・
三
滴
ッ
、
打
ソ
、
き
候
得
は
虫
を
去
候
由
:
・
」
と
あ
っ
て
、
西
国

諸
藩
の
鯨
油
に
よ
る
嵯
除
法
が
幕
閣
に
伝
わ
り
、
幕
府
領
に
応
用
す
べ
き
こ
と
が

逮
せ
ら
れ
て
い
る
。

【註】
(
1
)
権
藤
成
卿
『
日
本
震
災
凶
館
孜
』
文
護
春
秋
社
(
一
九
三
二
)
。

(
2
)
熊
本
日
日
新
聞
社
『
熊
本
の
歴
史
』

4
(
一
九
六

O
)。

(
3
)

大
蔵
永
常
『
除
盟
録
』
文
政
十
三
年
。

「
・
:
享
保
十
七
壬
子
年
嵯
生
ず
る
事
甚
だ
し
く
諸
国
乃
農
家
是
を
患
ふ
と
い

え
ど
も
い
か
ん
と
も
す
べ
き
や
う
な
か
り
し
と
な
ん
、
家
に
筑
前
三
笠
郡
八

尋
氏
某
我
屋
敷
乃
う
ち
に
安
置
し
た
る
菅
廟
に
詣
て
鍵
を
除
か
ん
事
を
祈
る
、

或
タ
御
燈
を
捧
げ
む
と
す
る
に
、
瞳
移
し
群
て
燈
明
の
油
に
飛
入
て
死
須
、

是
を
見
て
油
乃
盤
に
大
敵
な
る
事
を
心
付
、
回
に
油
を
そ
そ
ぎ
て
試
る
に
須

央
に
し
て
躍
の
死
す
る
事
移
し
、
夫
よ
り
昼
夜
精
力
を
鐙
し
て
油
を
用
ふ
る

に
、
稲
復
ぴ
蘇
り
其
田
実
る
事
を
得
た
り
・
:
」
。
つ
ま
り
鯨
泊
効
果
の
発
見

者
は
、
享
保
十
七
年
(
一
七
三
二
)
筑
前
の
八
尋
氏
と
記
し
て
い
る
。

(
4
)
宇
土
市
住
吉
神
社
近
藤
記
録
(
崇
城
大
学
図
書
館
「
渋
谷
文
庫
」
蔵
)
。

「
今
度
目
方
虫
付
に
付
鰭
御
郡
へ
被
指
廻
候
大
切
成
口
口
御
守
箱
壱
尺
に

壱
尺
五
・
寸
高
き
で
す
五
分
余
油
紙
の
包
染
、
苧
に
て
か
ら
げ
足
付
居
候
台
有
之
候
、

右
御
守
当
郡
え
は
華
北
よ
り
御
願
廻
被
成
、
明
和
四
年
亥
八
月
十
六
日
昼
七

ツ
時
に
松
橋
権
現
社
に
て
下
益
城
河
江
手
永
三
宮
社
社
司
下
回
佐
渡
方
よ
り

蹄
取
申
候
、
右
御
守
、
飽
田
・
託
麻
・
下
益
城
・
八
代
・
華
北
・
宇
土
、
同

十
六
日
に
御
守
奉
守
、
御
領
村
高
良
・
柏
原
:
・
」
。

(
5
)
前
掲

(
4
)
。

「A
長
緒
御
郡
田
方
虫
入
に
付
、
御
奉
行
所
よ
り
被
納
置
侯
大
切
之
御
守
、

諸
御
郡
え
被
指
廻
候
段
、
被
及
御
逮
去
る
十
一
日
よ
り
飽
田
・
託
麻
に
御
入

込
に
付
、
口
口
日
よ
り
神
職
之
者
奉
守
御
家
人
・
小
頭
付
添
打
廻
申
儀
に
候
、

先
年
御
守
諸
御
郡
指
廻
節
の
趣
を
以
取
針
可
申
旨
御
逮
有
之
候
に
付
、
左
通

申
段
御
役
所
え
も
相
窺
申
候
処
、
被
存
寄
も
無
之
、
其
通
の
取
計
可
然
由
に

付
、
御
守
先
に
神
職
之
者
礼
服
着
奉
守
、
一
領
一
疋
・
地
侍
は
平
服
に
て
付

廻
可
申
、
村
境
よ
り
村
境
ま
で
村
役
人
共
案
内
仕
り
、
宿
於
社
は
付
廻
之
者

共
代
り
相
勤
、
番
仕
怠
不
申
諸
事
入
念
:
・
」
。

(
6
)
右
向
。

(
7
)
新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会
「
新
熊
本
市
史
』
史
料
編
第
五
巻
近
世
田

(
一
九
九
人
)
。
史
料
七
一

O
番
鯨
油
一
件
旧
記
書
抜

(
8
)
鶴
屋
百
貨
庖
『
肥
後
韻
史
総
覧
』
上
巻
(
一
九
八
三
)
。

惣
庄
屋
の
項
、
銭
塘
手
永
の
部
分
に
、
銭
塘
(
大
賀
)
加
兵
衛
の
名
が
あ

り
、
宝
暦
三
年
一
月
六
日
に
柿
原
村
よ
り
着
任
し
、
明
和
四
年
正
月
に
本
庄

手
永
へ
転
出
し
て
い
る
。
「
嘉
兵
衛
」
と
「
加
兵
衛
」
の
誤
記
か
、
も
し
く

は
両
方
の
字
を
使
用
し
て
い
た
の
か
。

(
9
)

前
掲
書
(
人
)
三
人
七
頁
。

名
宛
人
の
田
港
孫
右
衛
門
と
林
七
郎
右
衛
門
は
、
宝
暦
よ
り
明
和
期
に
か

け
て
の
飽
田
・
託
麻
郡
の
郡
代
(
郡
奉
行
)
で
あ
る
。

(
叩
)
前
掲
書
(
七
)
四
二
九
頁
。

(
日
)
前
掲
書
(
七
)
四
三

O
頁。

(
ロ
)
前
掲
番
(
七
)
四
二
九
頁
。

(
日
)
新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会
『
新
熊
本
市
史
』
史
料
編

。。

第
四
巻
近
世
E



御
園
鯨
油
座
本
の
党
・
:
「
触
状
控
」
永
背

(
一
九
九
六
三
四
二
七
番

文
庫
蔵

(
M
)
前
掲
書
(
二
ニ
)
五
七
四
頁
。

(
日
)
南
関
町
史
編
纂
委
員
会
『
南
関
町
史
』
民
俗
・
方
言
・
建
築
編
(
一
九
九

六)。

(
路
)
前
掲
書
(
七
)
四
三
三
頁
。

「
・
:
右
者
先
逮
而
被
願
置
候
魚
油
御
買
方
被
仰
付
候
処
、
今
日
銭
塘
会
所
前

江
着
船
い
た
し
候
問
、
明
廿
二
日
よ
り
拙
者
被
差
出
、
溺
取
渡
被
仰
付
、
依

之
右
書
付
前
之
樽
数
明
三
月
三
日
於
銭
塘
会
所
手
永
限
相
渡
可
申
候
問
、
小

顕
ニ
夫
方
召
連
せ
三
日
朝
飯
後
彼
地
へ
着
い
た
し
候
様
可
被
差
出
候
尤
右
之

樽
四
斗
弐
三
升
宛
入
居
申
候
由
、
持
棒
・
綱
等
持
参
い
た
し
候
様
ニ
と
存
候
、

右
者
今
度
泊
樽
三
百
挺
致
着
船
候
ニ
付
、
手
永
/
¥
願
高
ニ
割
合
右
之
員
数

先
相
渡
申
候
、
此
状
早
々
可
有
御
願
逮
候
:
・
」

(
口
)
前
掲
舎
(
七
)
四
三
五
頁
。

「
:
・
川
尻
町
江
着
船
之
魚
油
弐
百
三
拾
挺
之
内
百
六
拾
三
挺
彼
方
ニ
而
御

波
方
ニ
相
成
、
相
残
分
右
之
通
当
会
所
江
積
廻
候
問
、
無
異
議
御
通
可
被
下

候
、
以
上
、

安
永
三
年
四
月
銭
塘
仙
助

川
尻
津
方
御
会
所
」

銭
塘
手
永
の
惣
庄
屋
、
銭
塘
仙
助
が
鯨
油
積
送
を
差
配
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

(
路
)
前
掲
番
(
七
)
四
三
六
頁
。

「
安
永
三
年
諸
御
郡
田
方
虫
気
之
節
、
相
周
候
為
と
し
て
年
々
鯨
油
望
次

第
被
渡
置
、
・
:
中
略
・
:

一
虫
気
之
程
次
第
万
一
被
渡
置
候
油
ニ
而
及
不
足
候
節
者
御
惣
庄
屋
才
覚

ニ
而
尚
又
油
を
求
差
せ
申
ニ
而
可
有
之
候
問
、
左
様
之
泊
代
も
半
分
者

御
出
方
可
被
仰
付
事
、

一
左
之
通
ニ
付
、
虫
気
相
見
候
ハ
パ
速
ニ
油
を
差
候
儀
、
村
々
者
不
及
申

御
惣
庄
屋
/
、
も
珊
怠
申
問
敷
之
事
、
以
上
、

六
月
廿
九
日
御
郡
間

御
郡
代
衆
中
」

虫
の
発
生
の
程
度
に
お
い
て
、
万
が
一
、
渡
し
置
い
た
鯨
油
で
不
足
す

る
よ
う
な
時
は
、
惣
庄
屋
の
才
覚
で
油
を
求
め
て
田
に
差
さ
せ
る
よ
う
に
。

そ
の
際
の
代
金
の
半
分
は
役
所
で
受
け
持
つ
。
惣
庄
屋
に
お
い
て
も
怠
り

な
く
そ
の
職
務
を
つ
と
め
さ
せ
る
よ
う
に
指
導
せ
よ
と
い
う
、
御
郡
聞
か

ら
各
郡
代
(
郡
奉
行
)
へ
の
示
達
密
で
あ
る
。

(
印
)
鶴
屋
百
貨
庖
『
肥
後
韻
史
総
覧
』
下
巻
(
一
九
八
三
)
。

(
初
)
郡
代
上
喪
半
雪
治
績
記
録
抜
粋
(
小
山
正
『
天
明
村
誌
』
一
九
六
こ
。

(
幻
)
高
柳
其
三
・
石
井
良
助
編
『
御
鯛
普
天
保
集
成
』
岩
波
書
庖
(
一
九
三
七
)
。
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